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はい いさはい いさはい いさ
《沖縄協同病院の理念》

○患者様に信頼され､質の高い安
　全･安心な医療をめざします。

○人権を尊重し､納得のいく説明
　と同意､情報開示を提供します。

○地域と連携し､総合的な医療･福
　祉･介護の提供に努めます。

沖縄協同病院･病院広報委員会

那覇市古波蔵4丁目10番55号

TEL.(098)853-1200

FAX.(098)853-1212

http//oki -kyo.jp

発行責任者　仲程正哲

◎「はいさい」は沖縄協同病院のホームページ［組合員のスリードゥクル（広場）］欄に掲載しています。

各
科
か
ら 泌尿器科尿失禁その3

尿
失
禁
の
治
療
法

　

尿
失
禁
に
は
、①
腹
圧
性
尿
失
禁   

②
切
迫
性
尿
失
禁　

③
溢
流
性
尿
失

禁　

④
機
能
性
尿
失
禁　

⑤
反
射
性

尿
失
禁
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
お
話
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
で
、
そ

の
治
療
法
も
異
な
って
き
ま
す
。

①
腹
圧
性
尿
失
禁
の
治
療

　

腹
圧
性
尿
失
禁
の
場
合
に
は
、
頻
繁
に
お
し
っ
こ
に
行
き
、
膀

胱
が
いっ
ぱ
い
に
な
る
の
を
さ
け
て
、
骨
盤
底
筋
体
操
（
ケ
ー
ゲ
ル

体
操
）
を
す
れ
ば
、
症
状
が
軽
い
人
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
治
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
い
人
で
体
操
を
始
め
て
１
ヶ
月
、
遅
い

人
で
も
３
ヶ
月
続
け
れ
ば
、
効
果
が
で
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
治

ら
な
い
場
合
は
、
次
に
試
す
の
は
、
薬
物
療
法
（
抗
コ
リ
ン
剤
な
ど
）

で
す
。
薬
を
飲
ん
で
、
体
操
も
併
用
す
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

　

電
気
刺
激
療
法
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
体
操
の
方
法
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
泌
尿
器
科
外
来
の
待
合
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
存
的
療
法
（
体
操
や
薬
で
の
治
療
）
が
効
果
の
な
い
時
は
、

手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。
手
術
の
方
法
に
は
、
お
腹
を
切
っ
て
、

膀
胱
を
吊
り
上
げ
る
方
法
や
、
お
腹
を
切
ら
ず
に
メ
ッ
シ
ュ
（
網
の

目
状
の
帯
）
を
使
って
、尿
道
を
吊
り
上
げ
る
手
術
等
が
あ
り
ま
す
。

②
切
迫
性
尿
失
禁　

　

切
迫
性
尿
失
禁
の
場
合
に
は
、
尿
意
が
起
こ
る
前
に
規
則
的
な

間
隔
で
、
お
し
っ
こ
を
す
る
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。
腹
圧
性

尿
失
禁
と
同
じ
よ
う
に
骨
盤
底
筋
体
操
も
有
効
で
す
。
薬
物
療

法
（
抗
コ
リ
ン
剤
や
ト
フ
ラ
ニ
ー
ル
等
）
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
電

気
刺
激
療
法
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
手
術
療
法
は
あ
ま
り
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
溢
流
性
尿
失
禁

　

男
性
の
前
立
腺
肥
大
症
や
神
経
因
性
膀
胱
（
糖
尿
病
や
種
々
の

神
経
疾
患
）
で
起
こ
る
場
合
に
は
、ま
ず
、薬
物
療
法
（
α‐

１
ブ
ロッ

カ
ー
等
）が
行
わ
れ
ま
す
。
効
果
が
な
い
場
合
に
は
、自
己
導
尿（
定

期
的
に
、
自
分
で
細
い
管
を
尿
道
に
い
れ
て
、
お
し
っ
こ
を
出
す
方

法
）
が
試
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
手
術
療
法
も
有
効
で
す
。

④
機
能
性
尿
失
禁

　

こ
の
場
合
は
、
誰
か
が
手
助
け
を
し
て
、
定
期
的
に
お
し
っ
こ
を

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、３
〜
４
時
間
お
き
に
お
し
っ

こ
を
さ
せ
、漏
れ
る
前
に
膀
胱
が
空
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。ト
レ
ー

ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
や
尿
漏
れ
パッ
ド
も
有
効
で
す
が
、
な
る
べ
く
そ
れ
に

頼
ら
な
い
ほ
う
が
、
衛
生
的
で
す
。

⑤
反
射
性
尿
失
禁

　

自
己
導
尿
が
有
効
で
す
。
寝
た
き
り
で
、尿
路
感
染
症
（
お
し
っ

こ
が
汚
れ
て
、
熱
を
だ
す
病
気
）
を
繰
り
返
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、

膀
胱
瘻
と
いっ
て
、
下
腹
部
か
ら
直
接
お
し
っ
こ
を
だ
す
管
を
入
れ

る
手
術
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

尿
失
禁
は
相
談
し
に
く
い
病
気
で
す
が
、
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、

決
し
て
治
ら
な
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
泌
尿
器
科
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

泌
尿
器
科　

翁
長
朝
浩

51

病院の活動状況活動状況
・外来一日平均患者数：８０７人
 （外来延べ患者数÷診療実日数）

・入院一日平均患者数：２７１人
 （入院延べ患者数÷暦日数）

・組合員利用率：５３.８%（前月比－１.６%）

新師長の紹介新師長の紹介新師長の紹介新師長の紹介

　７月１日より５階病棟へ師長と
して異動になりました。
　これまで、師長として師長室・
集中治療室（ＩＣＵ）・透析室・
地域連携課を経験してきました。
　地域連携課では新病院へ移転

してからは地域の医療機関との連携を中心に緊急の
入院受け入れや転院調整、医療相談を行ってきました。
　５階病棟は脳神経外科・一般外科・リハビリテー
ション科中心の病棟ですが、これまでの経験を生か
し患者様の安全・安心な入院生活のサポートを心が
けていきたいと思っています。よろしくお願いします。

５階病棟師長　比嘉 美智代

　７月から４階病棟の師長を務め
させていただきます玉城和美です。
　４階病棟は産婦人科・小児科
をメインに内科・皮膚科・泌尿
器科も混在で毎日 10 人前後の入
退院がある多忙な病棟ですが、

医師や看護師・助産師他のスタッフも加え全員で入院
患者様へ安心・安全な医療が提供できるよう努力して
いきたいと考えています。
　師長という重責を担う自信はまだありませんが、皆
様のやさしい眼差しで見守りいただければ幸いです。

４階病棟師長　玉 城 和 美

第
45
回
通
常
総
会
開
催

沖
縄
医
療
生
活
協
同
組
合

＜5月度＞

　
去
る
、
六
月
二
十
七
日
南
城
市
の
ユ
イ

ン
チ
ホ
テ
ル
南
城
に
て
医
療
生
協
の
通
常

総
会
が
三
〇
〇
名
あ
ま
り
の
参
加
で
開
催

さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
度
に
取
組
ん
だ
事
業

の
報
告
と
二
〇
一
〇
年
度
の
方
針
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
協
同
病
院
の
移
転
後
一
年
目
の
初

め
て
の
総
会
で
も
あ
り
冒
頭
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
外
来
患
者
数
や
入
院
患
者

数
が
大
幅
に
増
え
た
報
告
や
、
診
療
環
境

面
で
は
「
明
る
い
」「
癒
さ
れ
る
」「
差
額

料
金
が
な
い
の
で
び
っ
く
り
」
等
の
意
見

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
組
合
員
の
仲
間
増
や
し

に
取
組
み
、
二
〇
〇
九
年
度
の
「
組
合
員

増
や
し
」
と
「
増
出
資
増
や
し
」
の
二
冠

を
達
成
し
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
度
の
課
題
と
し
て
、
特
に

医
療
の
中
心
を
担
う
医
師
の
確
保
と
養
成
、

医
師
後
期
研
修
制
度
の
確
立
、
看
護
師
の

確
保
と
認
定
看
護
師
の
育
成
に
力
を
入
れ
、

外
来
待
ち
時
間
の
対
策
・
救
急
車
を
断
ら

な
い
体
制
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。事

務
次
長
　
具
志
堅
徳
和

新
築
移
転
後
の
奮
闘
を

　
　
　
　
　
　

評
価
さ
れ
る

二冠達成の表彰を受ける大城副総師長
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　外来診療の予約制を廃止して、早く来た順番にしてほしい。
　理由は、予約は定期的に通院している人には有効かも

しれませんが、急に調子が悪くなった場合など、３～4時間待たされるのは耐え難い
ものである。調子が悪い上に長時間待たされるのは我慢できません。
　世間の常識としては、早く受け付けると、早くみてもらうのが常道である条理を
理解する。即刻「予約制」を廃止してほしい。
　早くみてもらいたい人は早く受付すればよい。これが世の常識である上、民主的
と考えるから。

2010.６.16（水）午前9時　整形外来

　整形外科の予約制の日に、急に調子が悪くなり受診され、長時間お
待たせしてしまい、そのための投書と思います。申し訳ありません。

　しかし、これまで整形外科は予約制ではなく、受付順のため、待ち時間が大変長
く、多くの患者様から苦情を受けておりました。そこで診察日を増やし、月・水・金の
午前の診察日のみを予約制とし、予約優先をとらせていただきました。早速患者様
から、待ち時間が短くなり、午後の日程が組めるようになったと喜ばれており、予約
制は今後も続けたいと考えています。
　ただ、予約をされていなくても、急を要する場合は対応いたしますので、お声をか
けてください。どうぞ予約制をご理解いただきご協力をお願いいたします。

2010.６.23　外来師長　赤嶺由美子

ご意見･ご要望

ご返事

虹の箱より虹の箱より
虹の箱とは患者さまの声を医療活動に

反映させていくための投書箱です。

「
抑
止
力
」は

　
　
「
ユ
ク
シ
力
」

　
今
で
こ
そ
、
辺
野
古
と
言

え
ば
普
天
間
代
替
地
で
有
名

だ
が
、
年
配
者
に
と
っ
て
は
、

辺
野
古
と
言
え
ば
弾
薬
庫
だ

ろ
う
。
そ
こ
に
は
核
兵
器
の
貯
蔵
庫
が
あ
り
、
そ
の

整
備
能
力
を
持
つ
部
隊
も
駐
留
し
て
い
る
と
い
う
噂

も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
普
天
間
基
地
辺
野
古
移
設
の
当
初
（
一
九
九
六
年
）

の
計
画
は
、
使
用
期
限
十
五
年
の
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

案
だ
っ
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
規
模
が
拡
大
し

て
V
字
滑
走
路
と
軍
港
を
造
る
こ
と
に
す
り
替
わ
っ

た
。
海
兵
隊
が
い
て
、
弾
薬
庫
が
あ
っ
て
、
空
母
が

接
岸
で
き
る
深
い
湾
（
大
浦
）
が
あ
る
と
い
う
、
こ

ん
な
条
件
の
揃
っ
た
代
替
地
は
辺
野
古
以
外
に
な
い
。

辺
野
古
に
固
執
す
る
理
由
が
わ
か
る
。
主
力
は
グ
ア

ム
に
移
す
が
、
台
風
や
地
震
等
の
災
害
時
の
基
地
機

能
は
辺
野
古
に
す
る
た
め
と
も
言
わ
れ
る
。

　
さ
て
、沖
縄
の
多
く
の
海
岸
が
開
発
・
整
備
の
名
の

も
と
に
埋
立
が
進
め

ら
れ
た
。
中
南
部
で
自

然
の
海
岸
線
を
捜
す

の
は
難
し
い
。
辺
野
古

や
泡
瀬
の
海
で
希
少

種
の
生
物
が
多
く
発

見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
そ
の
地
域
を
詳

し
く
調
査
し
た
か
ら

で
あ
っ
て
、
今
ま
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
き
た

海
に
も
き
っ
と
多
く
の
希
少
種
が
い
た
に
違
い
な
い
。

移
設
反
対
の
理
由
を「
サ
ン
ゴ
他
希
少
生
物
を
守
る
」

と
い
う
の
で
は
説
得
力
に
欠
け
る
。そ
れ
よ
り「
子
孫

を
守
る
た
め
」の
方
が
説
得
力
が
あ
る
。

　
ま
た
、「
核
の
抑
止
力
」
と
い
う
が
、
辺
野
古
に

基
地
を
造
る
こ
と
は
、
逆
に
辺
野
古
弾
薬
庫
と
い
う

大
き
な
核
攻
撃
の
的
を
造
っ
て
「
核
弾
頭
を
誘
導
」

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
。「
抑
止
力
」＝「
ユ

ク
シ
力
」
で
あ
る
。

　
七
月
十
一
日
は
参
議
院
議
員
選
挙
。
核
攻
撃
の
的

を
ど
こ
に
も
造
ら
せ
な
い(

撤
去)

候
補
者
を
私
は

選
ぶ
。

と
よ
み
生
協
病
院
　
事
務
課
長
　
金
城
稲
子

沖縄
雑学
Vol.⑤

よ
く   

し   

り
ょ
く

ゆ　

  

く　

  

し  

り
ょ
く

　のぞみの会総会が６月16日
に沖縄協同病院の講堂で開催さ
れました。参加者はスタッフ合
わせて26名でした。
　食事会の後、原国医師より関節リウマチの診断から治療まで、
薬の効果や副作用のこと、生物学的製剤の話など患者様にもわ
かりやすい講演がありました。患者様からの質問も多くあり、
充実した総会でした。
　リウマチ患者会（のぞみの会）は発足から30年だそうです。
10年目、20年目の記念誌からは若かりし頃の会員や職員の楽し
く、はつらつとした姿を見ることができます。一年おきに開催
される一泊旅行とピクニック、そして新年会や総会等での体験
交流会を通し、リウマチの患者様一人一人が抱える痛みや不安
を共有し、励まし合いながら歩み続けた30年の重みを実感しま
した。
　これから30周年レセプションや記念誌発行の予定もあり、忙
しくなりそうな患者会です。
　閉会時に22年間患者会に関わってきた赤嶺看護師長の異動の
話もあり、患者様は皆残念がっていましたが、会場はねぎらい
と感謝の気持ちで満ちていました。ほんわかとやさしさに包ま
れながら総会が終わりました。

外来看護師　屋良和子

午
前

30年を迎えた
のぞみの会

リウマチ患者会総会報告

2010年原水爆禁止国民平和大行進終わる2010年原水爆禁止国民平和大行進終わる

　今回平和行進に初めて参加してきました。初

めのうちは緊張と不安、慣れない共同生活に戸

惑ってしまいとても疲れました。

　しかし、日がたつにつれて徐々に慣れて、肩

の力を抜き楽しんで歩くことができました。

　また、各地で行われた沖縄戦の話や基地問

題、核兵器の問題についての平和学習を通して、

改めて平和の重要性を学ぶ事が出来ました。

　今回の平和行進を体験して、平和な世の中を

みんなで創っていくために、自分にできること

があれば積極的にやっていきたいと思います。

５階病棟看護師　島尻盛寛

平和をアピール
６/９（水）名護市辺野古出発
６/15（火）糸満市平和祈念公園到着

７日間歩き通した行進者の感想

　今回の通し行進は宣伝カーで

アナウンスしていたとおり、暑い

日差しの中も雨の中も強い風の

中でも歩き続ける行進団となり

ました。

　特に最終日に至っては、強い

風の中、午前から午後にかけて

強い日光が射し、、終結式には豪

雨となり、靴の中までびしょび

しょになってしまいました。

　しかし、そのような中で最後

まで歩き続けることができたの

は、ひとえに一緒に行進した皆さ

ん、路上で応援してくださった

人々や裏方で我々行進団を支え

てくれた各団体の実行委員会の

皆様のご支援があったからです。

本当にありがとうございました。

放射線室　比嘉知

2010年7月より外来体制が変わります。
外科外来体制表 水・金午前の外来が増えました

午
前

午
後

月

平良明美

火

交代

水

平良明美

木 金 土
眼科外来体制表 火曜午後の外来が増えました

月 火
比嘉　聡
川上浩司

水

比嘉　聡

木
有銘一朗
川上浩司

金

有銘一朗

土

交代

午
後 比嘉　聡 屋良敏男

（～16：00まで） 有銘一朗
屋良敏男
（～16：00まで）

夜
間 比嘉　聡 有銘一朗

屋良敏男
（～16：00まで）

《診療開始時間・受付終了時間》　※予約制です。
午前9：00～12：00／午後14：00～16：30／夜間18：00～20：00

《診療開始時間・受付終了時間》
午前9：00～11：30／午後13：30～15：00
※午前の受付終了時間は、11：30になります。　※午後の受付終了時間は、15：00になります。
混雑のため受付人数制限をさせていただく場合があります

H22.7.1～

H22.7.1～

先頭を歩く島尻さん（右）と比嘉さん（中央）先頭を歩く島尻さん（右）と比嘉さん（中央）


